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研究成果の概要（和文）：本研究目的は、チャームバリオンと原子核で構成されるチャームハイパー核の構造研究を行
うことにより、チャームバリオンー核子間の相互作用の構築を目指し、チャームハイパー核の束縛状態としての存在の
有無を決定付けることである。この研究のために、one-boson exchange模型の立場から、チャームバリオンー核子間の
相互作用を構築した。この相互作用はΛcN-ΣcN-Σc*N結合を含む相互作用である。この相互作用を用いて、NNNΛc-NN
NΣcの結合４体計算を行い、確かに束縛状態として存在することを指摘した。

研究成果の概要（英文）：The main aim of this project is to investigate the existence of charm-hyperuclei 
as a bound state, which is composed of charm baryon and nuclei　and to construct the interaction between 
charm baryon and nucleon by the study of structure of charm-hypernuclei. For this purpose, we constructed 
charm baryon-nucleon interaction from view point of one-boson exchange model. The constructed interaction 
is included ΛcN-ΣcN-Σc*N coupling. With the use of this interaction, we pointed out to have a bound 
state with A=4 charm hypernucleus by solving a couple channel calculation of NNNΛc-NNNΣc four-body 
problem.

研究分野： 原子核理論

キーワード： ハイパー核　少数多体系問題　ハイペロンー核子相互作用

  ４版
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１．研究開始当初の背景 
J-PARC において、ストレンジネスを含む原
子核の構造研究が着実に進むことにより、ハ
イペロンー核子間、ハイペロンーハイペロン
間相互作用の情報が格段に得ることができ
るようになった。次の研究課題は、チャーム
バリオン－核子間相互作用の決定であり、こ
のためには、チャームバリオンを含む原子核
の精密構造計算が必要となり、この研究が急
務となっていた。 
２．研究の目的 
本研究目的は、チャームバリオンと原子核で
構成されるチャームハイパー核の構造研究
を行うことにより、チャームバリオンー核子
間の相互作用の構築を目指し、チャームハイ
パー核の束縛状態としての存在の有無を決
定付けることである。 
３．研究の方法 
この研究のために、one-boson exchange 模型
の立場から、チャームバリオンー核子間の相
互作用を構築した。この相互作用はΛcN-Σ
cN-Σc*N 結合を含む相互作用である。また、
相互作用を使用した精密構造計算が必要と
なる。この計算のために、自身で開発した「無
限小変位ガウス・ローブ基底関数」を用いて、
NNNΛc-NNNΣcの結合４体計算を行った。 
４．研究成果 
ＮＮＮΛc の本格的計算のために、ストレン
ジネスを含む原子核の精密計算を行い、下記
のような業績を挙げた。主な業績を報告する。 
(1) ΛN荷電対称性の破れの効果の研究 

ΛcN 相互作用においても、荷電対称性の
破れの効果については将来、議論になる
ことを踏まえて、長年議論が行われてき
たΛN 荷電対称性の破れについての研究
を行った。この研究の最適な核が 10ΛBe
および 10ΛB である。この原子核をαα
ＮΛの４体問題に基づき、荷電対称性の
破れの効果を議論した。 

(2) 中性子過剰ラムダハイパー核の研究 
近年、６

ΛＨおよび７
ΛＨｅが実験で発見さ

れた。これらの原子核は、ハイパー核分
野で最も不定性の大きなΛＮ－ΣＮ結合
について情報を与える重要な原子核であ
る。まず、6

ΛH を tnnΛの４体問題に基づ
き、構造計算を行った。しかしながら、
実験の示唆するような束縛状態を得るこ
とができなかった。報告者は 6

ΛＨのさら
なる確定実験の実施を強く期待している。 

(3) チャームバリオンエネルギー準位の理論
的予言 
チャーム原子核の研究に必要不可欠なこ
とは、チャームバリオン自身のエネルギ
ースペクトルを再現することである。そ
の研究において、構成子クオーク模型に
基づいて、研究を行い、波動関数を求め、
バリオン励起状態の構造の詳細を明らか
にした。 
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